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次号予告　　63 巻 11 号 ヘッドライン　：　オリンピックを面白く躍進させた素材と化学

　新しい高等学校学習指導要領にもとづく理科と数学が他教科より 1年前倒しで先
行実施され 4年が経った。ゆとり教育で削減された内容が多く復活し，今まで扱え
なかった発展的な内容も積極的に取り入れてよいこととなったが，果たして活用で
きる科学力（化学力）を身につけさせる教育はできているのだろうか。そこで本
ヘッドラインでは，異なる教育システムをとる海外の科学教育から，日本の科学教
育の今を考える。オランダ，フィンランド，アメリカ，およびイギリスの科学教育
について日本の科学教育と比較しながら，優れた点，問題点および今後の課題など
を解説する。

ヘッドラインテーマ：海外の科学教育

　この建物は，盛岡高等農林学校本館として 1912 年に建築され，1949 年に岩手大
学となってからは大学本部として使われていました。1974 年に本部移転に伴い修
復され，現在は岩手大学ミュージアム内の施設として一般に公開されています。明
治後期を代表する木造 2階建の欧風建築で，国の重要文化財に指定されています。
ミュージアム内には他に旧正門，旧門番所があり，同様に重要文化財に指定されて
います。また，建物内には大正時代に在籍していた宮沢賢治の卒業論文や当時の実
験器具など，多くの貴重な資料が展示されています。

表紙の言葉　旧盛岡高等農林学校本館


